

























































（２）1995 年度と 2005 年度の比較では「都心回帰」はまだ確認されていない。しかし、
45
規制緩和以降の大学立地に関する研究








































　また都県別では、東京都では約 5.6 万人少ない。このことは、23 区外の学生数が「首
都圏大学立地データ」では約 2.5 万人多いことを考えれば整合的である。つまり「学校













　まず、23 区の２時点の変化について分析結果を示す。学生数は、293,579 人（2000 年）
から 389,068 人（2016 年）と 32.5％の増加を確認できる。具体的にどの区が増加したの
かを確認すると（図１）、増加数が多い順に、文京区（19,722人、95.7％増）、渋谷区（16,054人、










































　ケース分析では、2000 年から 2016 年の間に最も学生数が増加している文京区を取り































を明らかにするため、2000 年と 2016 年の２時点間の大学立地に関するデータの分析を
行い、文京区をケースとして事例分析を行った。
　まず計量的な分析より、旧規制地域では東京都 23 区を中心に大幅な学生数の増加を
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